
発行日 ： 2014/4/8
NY金も原油も反落

週刊経済指標
経済の動きをグラフで見てみましょう。

毎週火曜日夕方発行

4月7日のNY金6月限は、▲5.20ドル安の1298.30ドル。買いが先行したが、ドル安・株安にもかかわらず、利

食い売りが優勢になって値を消した。中国休日による現物需要低迷や、ETF保有金残高減少も弱材料。投機売りで時

間外取引の安値を下回ったあと、ドル安加速や原油反発、株価の下値追いで1302.5ドルまで持ち直したが、プラス

に浮上できずに上昇は一服した。原油相場の急反落が戻り売りを誘い、朝方の安値を下回って1295.8ドル（7.7ドル

安：0.6％）まで値を消した。予想を下回る米雇用統計を受け、先週金曜に急伸した金相場だが、ドル安加速や株価急

落にもかかわらず、利食い売りが優勢になって値を消した。中国の休日で現物買いが低調だったことや、世界最大の

金上場投信（ETF）であるSPDR保有金残高が減少したことなども弱材料。米雇用は予想を下回ったが、これだけで

は米量的緩和縮小ペースを後退する決め手になりそうもなく、利食い売りが押し目買いを上回った。水曜に米連邦公

開市場委員会（FOMC）議事録公開を控えることも手じまい売りを促した。

4月7日のＮＹ原油5月限は0.70ドル安の100.44ドル。夜間取引から下値を切り下げると、立会い開始直後に

100.22ドルへ下落。リビアの抵抗勢力が政府側へ2つの石油ターミナル明け渡しに合意したことを受け、同国の原油

供給が回復する見通しとなったことが嫌気された。その後、売りが続かず、序盤に101.32ドルへと切り返した。ウ

クライナ軍の将校をロシア軍が殺害したとの報や、ロシア軍がウクライナ東部との国境から30キロ内にとどまるな

ど、ロシアとウクライナの間で再び緊張が高まっていることや、改質ガソリン相場の急回復などが背景。しかし、買

い一巡後が再び下げに転じた。決め手となる支援材料を欠くなか、リビアの供給回復見通しも、クウェート石油相が6

月のOPEC（石油輸出国機構）総会での減産の可能性に否定的な見方を示したことや、欧米株式相場の下落などもあ

り、利益確定の動きに押されることとなり、朝方の安値を割り込むと、一時、99.94ドルまで下落した。リビアの抵

抗勢力はハリガ石油ターミナル（処理能力＝日量11万バレル）、ズウェイティナ石油ターミナル（7万バレル）を政

府に明け渡すと発表。

バルガ地区の抵抗勢力のスポークスマンは、リビア国営石油会社（NOC）はいつでも輸出を開始することになった

と述べた。同国石油省によると、この日の原油輸出は8万5000バレル。また、国有石油会社アラビアン・ガルフ・オ

イルが、パイプラインを通じでリビア東部の油田からハリガ港へ送油を再開したことを明らかにした。

クウェートのオメール石油相は、6月11日のOPEC総会で減産する必要はないかもしれないとの認識を示した。同

相は記者団に対し、世界需要が減産を許さないかもしれないと述べるとともに、リビアの輸出再開に向けた動きを懸

念していないと付け加えた。（日本先物情報ネットワーク）
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TOPICs 3月の米国の経済指標

景況感はまちまち

3月の景況感が低下したものが二つある。一つはシカゴ地区購買協会景況指数で、2月の59.60から55.90に

▲3.70低下した。またミシガン大学消費者信頼感指数も2月の81.6から3月の80.0に▲1.60低下している。一方改

善したのはフィラデルフィア地区連銀業況指数が2月の▲6.3から3月は9.0に上昇、ISM製造業景況指数も非製造業

景況指数もそれぞれ2月の53.2から3月は53.7に、また2月51.6～3月53.1に改善している。NY地区連銀業況指数

は、2月の4.48から3月の5.61に上昇している。
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出所：シカゴ購買部協会

シカゴ地区購買部協会景況指数
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出所：フィラデルフィア連銀

フィエラデルフィア地区連銀業況指数
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NY連銀地区業況指数
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ミシガン大学消費者信頼感指数
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出所：米供給管理協会

ISM製造業景況指数
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自動車
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建設業と政府の年間雇用者数増減
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寒波のせいで消費が減少していたが、1月は非

常寒い日が続いたため自動車販売台数は落ち込ん

でいた。しかし、そうした時期にあってもあまり

寒さが厳しくない地域の自動車販売は伸びてい

た。当時は寒波が通り過ぎれば自動車のような耐

久消費財の売れ行きは増すだろうと予想していた

が、実際に3月はその通りになっている。3月の

自動車販売台数は2007年7月以来最大を更新し

た。

主要自動車メーカーが発表した３月の米自動車販売は、

前年 同月比５．７％増加し、季節調整済みの年率換算で

１６４０万台となった。 年率換算の販売台数は、米商務

省が提供した季節調整係数を用いて算出した数字。（ロ

イター）

左の表は年間の建設業と政府の

雇用の増減である.不況の時期に

建設業の雇用は最も大きな影響を

受けた業種であった。現在建設業

の雇用者数はボトムから53万2

千人増加している。

一方政府の雇用は、まだ減少を

続けている。（地方政府の雇用は

底を打っているが、連邦政府の雇

用はまだ減少している。）二つを

合わせると不況が始まる前と比べ

て2百30万人の減少となってい

る。

TOPICs 米国の建設業と政府の雇用 by Calculated Risk

米国乗用車販売台数が昨年11月以来の多さ

by Calculated Risk
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乗用車販売台数
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日系メーカー大手3社は、2日までに中国における

3月の新車販売台数を発表した。日産とトヨタは前

月に続き2ケタ増の大幅プラスを達成、長らく続い

た領土問題に起因する販売低迷からの回復を鮮明に

した。一方、ホンダは主力セダン「アコード

(Accord、雅閣)」の不振が影響し、7カ月ぶりに

2.0%減の小幅マイナスに落ち込んだ。以下、多数メ

ディアの報道をまとめた。
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中国の自動車販売台数

TOPICs 中国の自動車販売台数 by Mark Line

日産は2日、3月の中国新車販売が前年同月比26.0%増の11万5,900台になったと発表した。「シルフィ (Sylphy、

軒逸)」と「ティアナ(Teana、天籟)」の 需要増が貢献したほか、新型「エクストレイル(X-Trail、奇駿)」の受注数も

すでに1万台を突破したという。1月は営業日が減少した影響で0.4% 減のマイナスとなったが、2月(55.6%増)、3

月(26.0%増)と2ケタ増の大幅プラスを達成、好調な成長基調を維持している。1～3月の累計販売は21.0%増の28

万3,000台となった。日産は2014年の通年目標を140万台以上に設定している。

トヨタは3月単月が19.0%増の9万400台、1～3月の累計が23.4%増の22万7,900台となった。単月販売は昨年

9月から7カ月連続で前年実績を上回っている。昨年発売した新型「RAV4」や新型「ヴィオス(Vios、威馳)」、新型

「ヤリス(Yaris、YARiS L 致炫)」が好調で、引き続き新型車効果が鮮明となった。トヨタは通年販売で19.9%増の

110万台以上を目指すとしている。

ホンダは「アコード(Accord、雅閣)」など主力モデルの販売が軒並み減少した影響で、3月単月は2.0%減の5万

9,915台に落ち込んだ。内訳は合弁会社の広汽ホンダが13.0%減の3万1,412台、東風ホンダが14.0%増の2万

8,503台。広汽ホンダは「アコード」が43.9%減の6,078台に落ち込んだほか、「フィット(Fit、飛度)」や「シ

ティ(City、鋒範)」、「オデッセイ(Odyssey、奥徳賽)」など、昨年投入した「クライダー（Crider、凌派）」を除く

全モデルが軒並みマイナスとなった。「アコード」は昨年新型車を投入したばかりだが、高価な印象があるためか販

売不振が続いている。また、東風ホンダも「思銘 (Ciimo)」と昨年投入した「Jade(傑徳)」以外のモデルがマイナス

となった。単月では落ち込んだものの、ホンダの1～3月の累計販売は16.8%増の16万4,010台となった。ホンダは

下半期に新型「フィット」を投入する計画で、報道によると、通年目標90万台の達成に自信を示してい るという。

（マークライン）

TOPICs ファンドの資金の動き by ＣＦＴＣ
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景気全体に強気と弱気が錯綜しているので商品価格にもはっきりした傾向が出ていない状況となっている。

米国では寒波の終了と共に自動車販売が堅調だが、住宅販売はマイナスとなっており、今後の消費需要に期待がか

かっている。欧州は輸出が好調であるが、低インフレ率にＥＣＢは低金利を継続している。まだ景気が回復したと

は言えないが、回復基調にはある状況。そんな中で商品投資は、穀物の買いが目だつ程度で、全般的に先行き不透

明な状態が続いている。米国株価は高値を更新していたが、ここ2日連続で急落している。その影響を受けて日本株

も頭打ち状態。為替はドル円は102円前後で方向感が無く、ユーロドルも1.37前後で上下している。

春は当分こうした動きで終始するのではなかろうか。

今後の予想

ファンドの資金は、金融商品を売って、4月1日の週は

商品を買い持ちしている。

貴金属は売り、銅と原油は買い、石油製品は売り。

天然ガス、トウモロコシ、大豆は買い、小麦とコー

ヒーは7週連続で買われている。砂糖も6週買われてい

る。

円は毎週売りと買いが交錯。ドルは買われ、スイスプ

ランも買われているがユーロは売られている。

Ｓ＆Ｐ５００は総じて買い。日経平均は総じて売り。

米国債は15年物と2年物が売りで、5年と10年は少し買

われている。
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